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ー表紙の写真についてー

　3月 15日（火）、倶知安中学校において卒業式が行われ、

中学校統合後最初の入学生が 3年間の中学校生活を終えま

した。写真は、在校生に見送られる卒業生の様子です。126

名の生徒が思い出のつまった学び舎を後にしました。

　（公社）南後志法人会倶知安地区会から 4 カ

所の放課後児童クラブへ玩具の寄附が、同会

の女性部会から 3 保育所へ絵本の寄附をいた

だきました。子どもたちのために大事に使わ

せていただきます。ありがとうございました。

　倶知安厚生病院において後志がんフォーラ

ムが開催され、北海道がんセンターの近藤院

長ほか 2名の講師から、がんの基礎知識や町

内・後志管内におけるがん治療の取り組みな

どについて講演がありました。

　第4回倶知安町ミニバイアスロン大会が旭ヶ

丘公園で開催され、57名の選手が出場しまし

た。クロカンと射撃を合わせたこの競技は、

射撃の正確性で勝敗が分かれるため、抜きつ

抜かれつの熱い勝負が繰り広げられました。

　旭ヶ丘スキー場で、アルペン少年団メモリ

アル大回転スキー大会が開催されました。天

気にも恵まれ、青空のもと小学校 1 年生～ 4

年生の子どもたち 39 名が、タイムを競い合

いました。

3 13 集中力を高めて的を撃て！3 10 子どもたちに絵本と玩具の寄附

2 28 白銀に舞う！2 27 がんについて学ぶ

　選挙権年齢が 20 歳以上から 18 歳以上に引

き下げられたことに伴い、倶知安高校で 2年

生を対象とした選挙の出前講座と模擬投票が

行われました。本番さながらの雰囲気の中、

生徒たちは真剣に模擬投票に臨みました。

　Mt.Youtei Jr.JAZZ School の 27 年度生最

後のステージとなるファイナルライブが文化

福祉センターで行われました。スクール卒業

生で結成されたユニットも出演し、計 15 曲

を演奏しました。

3 16 本番に備えて！3 13 今年度のラストステージ
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平
成
28
年
度
一
般
会
計
、
５
つ
の
特
別
会

計
、
水
道
企
業
会
計
の
各
予
算
が
、
３
月
の

第
一
回
定
例
町
議
会
で
審
議
さ
れ
、
成
立
し

ま
し
た
。

　

当
初
予
算
と
は
、
１
年
間
で
町
が
ど
の
く

ら
い
の
収
入
を
見
込
み
、
そ
の
お
金
を
ど
の

よ
う
に
生
か
し
て
い
く
の
か
を
示
し
て
い
ま

す
。

　

今
月
の
広
報
で
は
、
平
成
28
年
度
予
算
の

概
要
や
、
ま
ち
の
方
向
性
を
示
す
「
町
政
執

行
方
針
」
の
３
つ
の
重
点
施
策
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

※
一
部
、
数
値
を
切
捨
て
表
示
し
て
い
る
箇

所
が
あ
る
た
め
、
合
計
金
額
が
必
ず
し

も
一
致
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い

平成28 年度当初予算総額平成28年度当初予算総額　　

112112億億6,5686,568万万33千円千円

　

平
成
28
年
度
予
算
説
明
書
「
ア
ク
テ
ィ

ブ
く
っ
ち
ゃ
ん
」
を
５
月
１
日
（
日
）
に

発
行
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
紹
介
で
き
な
か
っ
た
事
業
や
、

町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
掲
載
す
る
予
定

で
す
。

　

今
月
の
記
事
と
併
せ
て
お
読
み
い
た
だ

け
れ
ば
、
よ
り
深
く
町
の
財
政
や
町
が
目

指
す
将
来
像
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
内
容

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
／
町
総
合
政
策
課
広
報

　

広
聴
係　

☎
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まちの家計簿
平成平成 2828 年度予算年度予算

予
算
書

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
く
っ
ち
ゃ
ん
」



一般会計

水道事業会計

地方卸売市場事業

公共下水道事業

介護保険サービス事業

後期高齢者医療事業

国民健康保険事業

　
※
一
般
会
計
は
、
91
億
２
７
５
１
万
６
千

円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比
べ
21
・
５
％

（
16
億
１
４
５
１
万
６
千
円
）
増
と
な
り
ま

す
。
５
つ
の
会
計
か
ら
成
る
※
特
別
会
計
は

16
億
２
７
３
３
万
３
千
円
で
、前
年
度
比
６
・

９
％
（
１
億
２
０
０
９
万
６
千
円
）
減
と
な

り
ま
す
。

　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
に
、
※
水
道
事
業

会
計
を
併
せ
た
予
算
総
額
は
、
前
年
度
比

15
・
６
％
（
15
億
１
９
３
８
万
９
千
円
）
増

の
１
１
２
億
６
５
６
８
万
３
千
円
と
な
り
、

５
年
連
続
の
増
加
と
な
り
ま
す
。

一
般
会
計

　

税
金
を
中
心
と
し
た
収
入
で
、
福
祉
・
教

育
・
道
路
な
ど
幅
広
い
範
囲
の
事
業
を
行
う

会
計
で
す
。

特
別
会
計

　

特
定
の
収
入
で
特
定
事
業
（
国
保
・
後
期

高
齢
者
医
療
・
介
護
保
険
・
下
水
道
・
地
方

卸
売
市
場
）
を
行
う
会
計
で
す
。
倶
知
安
町

の
場
合
、
次
の
５
つ
を
特
別
会
計
と
し
て
設

け
て
い
ま
す
。

①
国
民
健
康
保
険
事
業

　

主
に
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
医
療
費

を
給
付
し
ま
す
。

②
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

　

主
に
、
75
歳
以
上
の
方
の
医
療
費
を
給
付

し
ま
す
。

③
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
業

　

主
に
、
地
域
包
括
支
援
な
ど
の
介
護
事
業

の
運
営
管
理
の
経
費
を
支
出
し
ま
す
。

④
公
共
下
水
道

　

主
に
、
下
水
道
管
や
下
水
処
理
施
設
の
整

備
や
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

⑤
地
方
卸
売
市
場

　

主
に
、
町
地
方
卸
売
市
場
施
設
の
維
持
管

理
を
行
い
ま
す
。

水
道
事
業
会
計

　

独
立
採
算
に
よ
る
事
業
を
経
理
す
る
会
計

で
す
。
主
に
、
水
道
水
の
供
給
や
水
源
、
水

道
管
の
整
備
や
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

昨年度との比較

語

句

解

説

一
般
会
計
は
２
年
連
続
増
額

予
算
総
額
15
・
６
％
増

－4－

　学校給食センターの工事費として 11 億
7,893 万円を計上しました。子どもの健全育
成を願い、より安心・安全な学校給食を提
供できるよう努めます。
　また、認定こども園に向け
た事業も順次進めており、本
年度は「子育て支援」により
一層力を入れます。

予算のポイント

一般会計
75 億 1,300 万円

一般会計
91 億 2,751 万 6 千円

平成 28 年度平成 27 年度

特
別
会
計

国民健康保険事業
5 億 9,526 万 7 千円

後期高齢者医療事業
1 億 5,218 万 2 千円

公共下水道事業
8 億 6,746 万 4千円

水道事業会計
5 億 1,083 万 4 千円

総額 112 億 6,568 万 3 千円総額 97 億 4,629 万 4 千円

国民健康保険事業
6 億 3,812 万 1 千円

後期高齢者医療事業
1 億 5,675 万 4 千円

公共下水道事業
9 億 4,225 万 3 千円

水道事業会計
4 億 8,586 万 5 千円

介護保険サービス事業
655 万 3 千円

地方卸売市場事業
586 万 7 千円

介護保険サービス事業
408 万 7 千円

地方卸売市場事業
621 万 4 千円
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町税

地方交付税

地
方
交
付
税

　

基
準
財
政
需
要
額
（
町
が
合
理
的
で
妥
当

な
水
準
の
行
政
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な

財
政
需
要
を
、
各
行
政
項
目
ご
と
に
算
定
し

て
求
め
た
需
要
額
）
と
基
準
財
政
収
入
額
（
町

の
標
準
的
な
税
収
入
の
一
定
割
合
に
よ
り
算

定
さ
れ
た
収
入
額
）
と
の
差
額
に
対
し
て
、

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
普
通
地
方
交
付
税
と
、

そ
れ
以
外
の
特
殊
な
財
政
需
要
に
対
し
て
交

付
さ
れ
る
特
別
地
方
交
付
税
か
ら
な
り
ま
す
。

町
税

　

税
金
に
は
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
そ
れ

ぞ
れ
に
納
め
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
中
で
町

に
納
め
る
も
の
を
町
税
と
言
い
ま
す
。
町
民

税
や
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
入
湯
税
、

町
た
ば
こ
税
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

基
金

　

家
庭
に
例
え
る
と
「
貯
金
」
に
当
た
り
、

倶
知
安
町
に
は
13
の
基
金
が
あ
り
ま
す
。
財

政
健
全
化
基
金
は
、
財
源
不
足
を
補
う
た
め

に
積
み
立
て
た
基
金
の
一
つ
で
、
収
入
が
支

出
を
上
回
っ
た
場
合
、
そ
の
全
部
か
一
部
を

積
み
立
て
る
こ
と
が
法
律
で
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
公
共
施
設
整
備
基
金
は
、
公
共
施
設
の

整
備
に
要
す
る
財
源
を
確
保
す
る
た
め
の
基

金
で
す
。

町
債

　

町
の
長
期
に
わ
た
る
借
入
金
の
こ
と
で

す
。
道
路
や
橋
な
ど
の
よ
う
に
、
長
期
に
わ

た
っ
て
利
用
さ
れ
る
施
設
の
建
設
に
必
要
な

資
金
に
つ
い
て
、
財
政
的
負
担
の
軽
減
と
世

代
間
の
負
担
の
公
平
を
図
る
と
い
う
観
点
か

ら
、町
債
と
い
う
形
で
お
金
を
調
達
（
借
金
）

し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
う
ち
、
歳
入
は
、
全
体

の
25
・
８
％
を
占
め
る
※

地
方
交
付
税
が

23
億
５
１
０
０
万
円
で
、
前
年
度
当
初
よ

り
０
・
９
％
（
２
１
０
０
万
円
）
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。
次
い
で
23
・
９
％
を
占
め

て
い
る
※

町
税
は
21
億
８
３
４
３
万
９
千

円
で
、
前
年
度
当
初
よ
り
５
・
６
％

（
１
億
１
６
６
２
万
７
千
円
）
増
と
な
り
、

６
年
連
続
の
増
加
と
な
り
ま
す
。

町
税
は
増
加
傾
向
を
維
持

地
方
交
付
税
は
減
少

（億円）

H28H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

91.27

61.99 62.43 63.46 66.87 67.15 67.91
75.13 76.46

73.35

17.58

24.01

21.83

23.51

H27

75.13

19.67

23.92

19.01

23.77

18.50

23.94

19.18

23.43

19.76

24.35

19.22

24.06

20.19

24.44

20.05

24.46

20.66

23.72

一般会計予算・地方交付税・町税の推移

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、
町
税
を
前

年
度
比
１
億
１
６
６
２
万
７
千
円
の
増
加
を

見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
財
源
不
足
分
を
補
う

た
め
に
※
財
政
健
全
化
基
金
を
３
億
９
千
万

円
、
地
産
地
消
食
育
推
進
施
設
（
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
）
建
設
に
係
る
財
源
と
し
て
公
共

施
設
整
備
基
金
を
２
億
６
千
万
円
取
り
崩
し

ま
す
。

　

※

町
債
の
借
入
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
比

１
３
１
％
（
８
億
１
３
７
０
万
円
）
増
の

14
億
３
４
８
０
万
円
、
町
債
の
返
済
額
は
前

年
度
比
12
・
２
％
（
８
２
２
４
万
円
）
増
の

７
億
５
７
３
４
万
４
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

依
然
と
し
て
財
政
状
況
は
厳
し
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
予
定
さ
れ
る
事
業

に
伴
う
新
規
借
入
に
備
え
、
町
債
残
高
を
極

力
増
や
さ
な
い
よ
う
に
努
め
ま
す
。

町
債
残
高
増
・
基
金
残
高
減

財
政
不
足
分
を
補
う
た
め

町債残高

平成 27 年度末
（予定）

72 億 4,825 万 6 千円

平成 28 年度末
（予定）

　80 億　 112 万円

基金残高

平成 27 年度末
（予定）

16 億 5,408 万 2 千円

平成 28 年度末
（予定）

9億 9,409 万 2 千円

－5－

○ひらふのコンドミニアムなどを中心とする投機熱

　の高まり（固定資産税 5,451 万 9 千円の増収）

○景気回復（法人町民税 3,865 万 6 千円の増収）

○個人所得の増加（個人町民税 1,864 万 7千円の増収）

国際リゾート地としての人気の高

まりをはじめ、まちの活力は高

まっています。本年度もさらなる

増収が見込めるよう、まちを盛り

上げるための施策を進めます。

まちの家計簿平成平成 2828 年度予算年度予算

町税増収の主な要因



民生費
24 億 1,116 万 9 千円

（26.4%）

土木費
14 億 5,024 万円

（15.9%）

教育費
20 億 1,973 万 7 千円

（22.1%）

総務費
8億 3,534 万 5 千円

（9.2%）

衛生費
7億 7,139 万 3 千円

（8.5%）

公債費
7億 6,148 万 8 千円

（8.3%）

2,751 万 6 千円

まちで使うお金（歳出）

消防費
3億 4,526 万 2 千円

（3.8%）

農林水産業費
2億7,021万6千円（3.0%）

その他
（労働費、災害復旧費、予備費）

2,929 万円（0.3%）

議会費
9,350万5千円（1.0%）

商工費
1億3,987万1千円（1.5%）

【
前
年
度
と
の
比
較
】

▽
議
会
費
…
前
年
度
比
１
４
２
４
万
４
千
円

　

減

　

議
員
共
済
会
負
担
金
の
減
な
ど

▽
総
務
費
…
前
年
度
比
３
４
１
７
万
６
千
円

　

増

　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
業
務
事
業
、
街
路
防
犯

灯
設
置
費
補
助
金
の
増
な
ど

▽
民
生
費
…
前
年
度
比
５
億
１
４
４
３
万
８

　

千
円
増

　

認
定
こ
ど
も
園
施
設
整
備
交
付
金
、
子
ど

も
・
子
育
て
施
設
型
給
付
事
業
、
統
合
保
育

所
実
施
設
計
事
業
の
増
な
ど

▽
農
林
水
産
業
費
…
前
年
度
比
１
４
４
７
万

　

７
千
円
増

　

農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
補
助
金
、
青
年

就
農
給
付
金
事
業
の
増
な
ど

▽
商
工
費
…
前
年
度
比
６
５
９
万
円
増

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
の
増
な
ど

▽
土
木
費
…
前
年
度
比
４
２
９
９
万
９
千
円

　

減

　

新
幹
線
新
駅
周
辺
整
備
検
討
業
務
委
託
料

の
減
な
ど

▽
教
育
費
…
前
年
度
比
10
億
１
６
８
５
万
円

　

増

　

地
産
地
消
食
育
推
進
施
設
（
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
）
建
設
事
業
、
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
緊

張
用
油
圧
ユ
ニ
ッ
ト
機
器
更
新
・
非
常
用
制

動
機
分
解
整
備
事
業
の
増
な
ど

▽
公
債
費
…
前
年
度
比
８
２
７
８
万
円
増

　

起
債
元
利
償
還
額
の
増
な
ど

一
般
会
計
歳
出
状
況
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町民一人あたりに使われるお金

2 月末現在の人口から算出（16,160 人）

149,206 円

民生費

福祉、児童館、
保育所など

51,692 円

総務費

町民活動推進、交
通安全対策など

47,734 円

衛生費

医療、ごみの収
集・処理など

議会費

議会、町議会
議員など

5,786 円

合計 約564,800円



町税
21 億 8,343 万 9 千円

（23.9%）

自
主
財
源

依
存
財
源

一般会計　91 億　

まちに入るお金（歳入）

地方交付税
23 億 5,100 万円

（25.8%）

国庫支出金
8億 9,785 万 8千円

（9.8%）

財産収入・
繰入金・寄附金

7億 6,789万 5千円（8.4%）

諸収入
2億 4,977 万 8千円

（2.7%）

使用料及び手数料
1億 7,099 万 3千円

（1.9%）

分担金及び負担金
7,795 万 3 千円（0.9%）

繰越金
4,126 万 9 千円（0.5%）

町債
14 億 3,480 万円

（15.7%）

道支出金
4億9,076万5千円（5.4%）

地方消費税交付金
地方譲与税ほか

4億 6,176 万 6 千円（5.0%）

【
前
年
度
と
の
比
較
】

▽
繰
入
金
…
前
年
度
比
２
億
７
１
３
７
万
円

　

増

　

財
政
健
全
化
基
金
繰
入
金
、
公
共
施
設
整

備
基
金
繰
入
金
の
増

▽
使
用
料
・
手
数
料
…
前
年
度
比
54
万
円
減

　

花
園
育
成
牧
場
使
用
料
の
減
な
ど

▽
国
庫
支
出
金
…
前
年
度
比
２
億
５
３
４
８

　

万
８
千
円
増

　

認
定
こ
ど
も
園
施
設
整
備
交
付
金
、
地
方

創
生
推
進
交
付
金
、子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・

保
育
給
付
費
国
庫
負
担
金
の
増
な
ど

▽
町
債
…
前
年
度
比
８
億
１
３
７
０
万
円
増

　

地
産
地
消
食
育
推
進
施
設
（
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
）
整
備
事
業
債
の
増
。
認
定
こ
ど
も

園
施
設
整
備
事
業
債
の
増
な
ど

▽
道
支
出
金
…
前
年
度
比
１
億
２
３
１
８
万

　

３
千
円
増

　

農
業
費
補
助
金
（
農
業
基
盤
整
備
促
進
事

業
補
助
金
）、
地
域
づ
く
り
総
合
交
付
金
の

増
な
ど

一
般
会
計
歳
入
状
況

自
主
財
源

　

町
が
独
自
で
得
て
い
る
収
入
。

依
存
財
源

　

国
や
道
な
ど
か
ら
交
付
さ
れ
る
収
入
や
、

町
の
借
金
。

語

句

解

説
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まちの家計簿平成平成 2828 年度予算年度予算

89,742 円

土木費

除雪、町営住宅、
新幹線など

124,983円

教育費

学校教育、
生涯教育など

消防費

消防組合への負
担金、防災など

21,365 円

農林水産業費

農業、畜産業、
林業など

16,721 円

商工費

企業、商店街、
観光など

8,655 円

その他

労働者、災害
復旧費など

1,812 円

公債費

町の借金の
返済

47,121 円



▼
地
産
地
消
食
育
推
進
施
設
（
学
校
給
食
セ

　

ン
タ
ー
）
建
設
事
業

　

事
業
費
：
11
億
７
８
９
３
万
円

　

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
願
い
、
よ
り

安
心
・
安
全
な
学
校
給
食
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
地
産
地
消
お
よ
び
食
育
を
推
進
す
る

た
め
、
新
し
い
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設

を
進
め
ま
す
。
29
年
度
４
月
の
稼
働
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

▼
認
定
こ
ど
も
園
整
備
交
付
金
（
新
規
）

　

事
業
費
：
４
億
２
６
３
３
万
６
千
円

◇
主
な
事
業
◇
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待
機
児
童
の
解
消
な
ど
、
地
域
に
お
け
る

子
育
て
環
境
の
充
実
に
向
け
て
、「
認
定
こ

ど
も
園
」
の
施
設
整
備
（
私
立
倶
知
安
幼
稚

園
建
替
）の
た
め
の
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

▼
旭
ヶ
丘
総
合
公
園
わ
ん
ぱ
く
広
場
大
型
遊

　

具
設
置
工
事
事
業
（
新
規
）

　

事
業
費
：
３
４
５
４
万
円

　

旭
ヶ
丘
総
合
公
園
わ
ん
ぱ
く
広
場
の
大
型

遊
具
入
れ
替
え
を
行
い
、
多
く
の
子
ど
も
た

ち
や
家
族
連
れ
に
親
し
ま
れ
る
総
合
公
園
と

し
て
の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

▼
医
療
費
給
付
扶
助
事
業

　

事
業
費
：
７
６
８
０
万
円

　

昨
年
度
か
ら
実
施
し
た
中
学
生
ま
で
の
医

療
費
無
料
化
を
今
年
度
も
継
続
し
、
幼
児
か

ら
児
童
・
生
徒
ま
で
の
健
康
管
理
と
保
護
者

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

３
月
の
第
１
回
定
例
町
議
会
で
、
西
江
栄
二
倶
知
安
町
長
が
表
明
し

た
平
成
28
年
度
町
政
執
行
方
針
で
は
、
重
点
施
策
と
し
て
３
つ
の
柱
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
３
つ
の
柱
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
主
要
事

業
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
平
成
2828
年
度
年
度　　

重
点
施
策

重
点
施
策

　

住
民
の
参
加
・
参
画
に
よ
る
自
治
の
確
立

　

ふ
れ
あ
い
豊
か
に
、
質
の
高
い
暮
ら
し
と

文
化
が
あ
る
ま
ち

　

め
ざ
す
町
の
姿
を
右
の
よ
う
に
掲
げ
て
、

平
成
20
年
に
策
定
し
た
「
第
５
次
倶
知
安
町

総
合
計
画
」
は
、
将
来
像
に
基
づ
く
各
種
の

事
業
に
取
り
組
み
、
現
在
、
後
期
計
画
期
間

に
入
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、
計

画
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
３
月
に
策
定
し
た
地
方
創
生
に
か

か
る
「
倶
知
安
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
お
よ
び

「
倶
知
安
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦

略
」
に
お
い
て
掲
げ
た
人
口
減
少
と
地
域
経

済
縮
小
を
克
服
す
る
施
策
と
し
て
、
豊
富
な

地
域
資
源
を
活
用
し
た
多
様
な
地
域
社
会
の

形
成
や
、
若
い
世
代
の
仕
事
・
雇
用
・
子
育

て
、
教
育
を
支
援
す
る
社
会
環
境
の
整
備
を

進
め
ま
す
。

◇
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
◇

◇
め
ざ
す
町
の
姿
◇

◇
町
政
運
営
の
基
本
姿
勢
◇

△第 1回定例町議会の様子

少子化が進む中、地域全体で子ども・子育て少子化が進む中、地域全体で子ども・子育て
を支援することが重要です。子育てをしていを支援することが重要です。子育てをしてい
る方やその子どもにとって、暮らしやすいまる方やその子どもにとって、暮らしやすいま
ちを目指すとともに、次ちを目指すとともに、次
代を担う子どもたちの健代を担う子どもたちの健
全な育成のための支援を全な育成のための支援を
続けていきます続けていきます

子育て支援子育て支援

△学校給食センター完成予想図



観光振興の推進観光振興の推進

住環境の整備住環境の整備
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▼
倶
知
安
町
ひ
ら
ふ
高
原
地
区
ま
ち
づ
く
り

　

計
画

　

事
業
費
：
４
４
６
０
万
円

　

道
路
、
案
内
サ
イ
ン
・
街
路
灯
の
整
備
な

ど
を
通
し
て
、
安
全
・
安
心
・
き
れ
い
で
元

気
な
ひ
ら
ふ
の
実
現
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

▼
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
（
新
規
）

　

事
業
費
：
８
０
０
万
円

　

全
国
か
ら
才
能
と
熱
意
に
満
ち
た
人
材
を

募
集
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
サ
ポ
ー

◇
主
な
事
業
◇

▼
住
み
替
え
支
援
補
助
事
業
（
新
規
）

　

事
業
費
：
４
４
０
万
円

　

高
齢
者
が
所
有
し
て
い
る
戸
立
て
住
宅

を
、
子
育
て
世
代
な
ど
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
を

目
的
と
し
た
補
助
事
業
を
行
い
ま
す
。

▼
住
宅
改
修
助
成
事
業

　

事
業
費
：
１
３
０
０
万
円

　

耐
震
診
断
・
改
修
助
成
補
助
や
バ
リ
ア
フ

リ
ー
住
宅
改
修
補
助
な
ど
に
加
え
、
若
年
・

子
育
て
世
代
が
戸
建
て
住
宅
に
住
み
や
す
い

環
境
を
整
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
耐
久
性

◇
主
な
事
業
◇

ト
体
制
を
作
り
上
げ
、
地
域
お
こ
し
の
推
進

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
観
光
客
誘
致
促
進
事
業

　

事
業
費
：
４
５
５
万
５
千
円

　

国
際
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
人
気
の
高
い

「
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
」
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、

倶
知
安
町
・
ニ
セ
コ
町
・
蘭
越
町
で
取
り
組

ん
で
い
る
「
ニ
セ
コ
観
光
圏
」
事
業
を
は
じ

め
と
す
る
広
域
連
携
に
取
り
組
み
、
観
光
客

誘
致
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

▼
ひ
ら
ふ
地
区
に
お
け
る
行
政
対
応
の
強
化

　

多
く
の
観
光
客
を
引
き
寄
せ
て
い
る
ひ
ら

ふ
ス
キ
ー
場
地
区
に
お
け
る
諸
課
題
に
迅
速

に
対
応
す
る
た
め
、
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

く
っ
ち
ゃ
ん
（
字
樺
山
）
に
配
置
し
て
い
る

職
員
を
増
員
し
、
ひ
ら
ふ
ス
キ
ー
場
地
区
に

お
け
る
ル
ー
ル
作
り
や
地
域
の
行
政
課
題
に

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

向
上
住
宅
改
修
補
助
（
新
規
）
を
行
い
ま
す
。

▼
公
営
住
宅
建
設
事
業
（
羊
蹄
団
地
５
号
棟

　

長
寿
命
化
等
改
善
工
事
）

　

事
業
費
：
１
億
６
１
６
７
万
７
千
円

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
が
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
住
ま
い
づ
く
り
、
若
年
層
の
定
住

を
促
進
す
る
住
ま
い
づ
く
り
な
ど
の
観
点
か

ら
、
倶
知
安
町
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画

に
の
っ
と
り
、
公
営
住
宅
（
羊
蹄
団
地
５
号

棟
）
の
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

▼
く
っ
ち
ゃ
ん
型
住
宅
建
設
促
進
補
助
事
業

　

事
業
費
：
２
０
０
０
万
円

　

雪
国
で
快
適
な
生
活
を
営
む
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
「
く
っ
ち
ゃ
ん
型
住
宅
」
の
建
設

を
促
す
た
め
の
補
助
事
業
を
行
い
ま
す
。

△自然素材を活かしたくっちゃん型住宅

まちの家計簿平成平成 2828 年度予算年度予算

△観光の中心地「ひらふ坂」

住民が安全で、安心して暮らしていくために住民が安全で、安心して暮らしていくために
は、各世代の実態に即した住環境の整備が必は、各世代の実態に即した住環境の整備が必
要です。若者・子育て要です。若者・子育て
世帯から高齢者まで、世帯から高齢者まで、
誰もが「住みたくなる誰もが「住みたくなる
リゾート（まち）づくリゾート（まち）づく
り」を目指しますり」を目指します

人口減少社会において、観光の盛り上がりに人口減少社会において、観光の盛り上がりに
よる交流人口の増加は、間違いなくまちの活よる交流人口の増加は、間違いなくまちの活
力につながります。まちの力につながります。まちの
魅力をさらに磨き上げ、よ魅力をさらに磨き上げ、よ
り多くの人が楽しめる「世り多くの人が楽しめる「世
界に誇れる国際リゾートづ界に誇れる国際リゾートづ
くり」に取り組みますくり」に取り組みます



－10－

　

倶
知
安
高
校
１
年
生
の
住
吉
輝
紗
良
さ
ん

が
、
２
月
25
〜
28
日
に
秋
田
県
仙
北
市
で
開

催
さ
れ
た
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
の
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
（
W
杯
）
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
モ
ー
グ
ル
競
技
（
一
人
で
滑
る

形
式
）
で
23
位
、
デ
ュ
ア
ル
モ
ー
グ
ル
競
技

（
２
人
で
同
時
に
滑
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
）

で
16
位
と
い
う
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

初
め
て
出
場
し
た
W
杯
を
終
え
、
住
吉
さ

ん
は
次
の
よ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
世
界
で
は
私
の
他
に
注
目
選
手
が
た
く
さ

ん
い
て
、
い
い
意
味
で
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
感

じ
な
く
て
、
楽
し
く
滑
れ
ま
し
た
」

　

小
学
校
２
年
生
の
と
き
に
、
親
の
勧
め
で

モ
ー
グ
ル
を
始
め
た
そ
う
で
す
。
ス
キ
ー
板

を
縦
に
し
て
、
よ
り
直
線
的
に
滑
る
こ
と
で

ス
ピ
ー
ド
を
増
す
カ
ー
ビ
ン
グ
タ
ー
ン
が
得

意
だ
と
言
い
ま
す
。

「
ト
ッ
プ
選
手
は
、
私
よ
り
も
ス
ピ
ー
ド
の

あ
る
選
手
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
も
っ
と
ス

ピ
ー
ド
に
磨
き
を
か
け
て
い
き
た
い
で
す
」

　

W
杯
後
も
活
躍
を
続
け
る
住
吉
さ
ん
。
３

月
６
日
に
札
幌
市
で
行
わ
れ
た
宮
様
ス
キ
ー

大
会
で
は
、見
事
２
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
４
月
９
・
10
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る

ジ
ュ
ニ
ア
世
界
選
手
権
へ
の
出
場
を
決
め
て

お
り
、「
エ
ア
ー
の
練
習
を
た
く
さ
ん
し
て
、

高
得
点
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
抱

負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

来
季
以
降
の
目
標
に
つ
い
て
も
話
を
う
か

が
い
ま
し
た
。

「
道
内
の
大
会
は
全
て
優
勝
を
狙
っ
て
い
き

た
い
し
、
全
日
本
で
も
優
勝
を
目
指
し
た
い

で
す
。
何
よ
り
、
札
幌
で
開
か
れ
る
冬
季
ア

ジ
ア
大
会
に
出
場
で
き
る
よ
う
、
練
習
を
重

ね
て
い
き
た
い
で
す
」

マ
チ
ナ
カ
に
に
ぎ
わ
い
を　

新
幹
線
ま
ち
づ
く
り
勉
強
会

　

３
月
２
日
（
水
）、
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル
に
て
、
第
３
回
新
幹
線
ま
ち
づ

く
り
勉
強
会
が
開
か
れ
、
町
内
外
か
ら
約

２
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
西
村
浩
さ
ん
（
建
築
士
）
は
、
昨

年
開
催
し
た
第
２
回
勉
強
会
で
も
講
演
し
て

く
れ
た
人
で
、
も
の
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り

に
携
わ
っ
て
き
た
自
身
の
経
験
を
も
と
に
、

約
１
時
間
半
に
渡
り
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
最
高
の
質
を
用
意
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ハ
コ
（
建
物
）
が
あ
れ
ば
人
が
集
ま
っ
た
高

度
経
済
成
長
の
時
代
と
は
違
い
、
人
口
減
少

社
会
の
現
代
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
と
仕
組
み
を

先
に
作
る
時
代
で
す
。面
白
い
コ
ン
テ
ン
ツ
、

持
続
可
能
な
仕
組
み
を
作
り
、
そ
こ
に
必
要

な
ハ
コ
を
作
れ
ば
い
い
ん
で
す
」

　

西
村
さ
ん
は
、
こ
の
よ
う
に
人
を
集
め
る

た
め
に
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
が
大
切
だ

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

講
演
後
に
は
、
第
１
回
倶
知
安
町
新
幹
線

ま
ち
づ
く
り
絵
・
習
字
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰

式
が
執
り
行
わ
れ
、
受
賞
し
た
14
名
の
小
学

生
が
西
江
町
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
作

品
に
つ
い
て
町
長
は
、「
子
ど
も
た
ち
の
創

造
力
・
独
創
力
は
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
笑
顔
で
明
る
く
活
動
感
の
あ
る

未
来
の
倶
知
安
に
向
け
て
ま
ち
づ
く
り
を
進

べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
行
っ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
新
幹
線
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会

の
佐
藤
裕
委
員
長
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

据
え
、
う
れ
し
ぱ
主
催planning'c

代
表

の
竹
村
由
紀
さ
ん
、
倶
知
安
商
工
会
議
所
青

年
部
会
長
の
吉
田
聡
さ
ん
、
倶
知
安
青
年
会

議
所
未
来
へ
の
ひ
と
づ
く
り
委
員
会
委
員
長

（
訂
正
と
お
詫
び
）

　

３
月
号
に
お
い
て
、
第
１
回
倶
知
安
町
新

幹
線
ま
ち
づ
く
り
絵
・
習
字
コ
ン
ク
ー
ル
の

受
賞
者
で
あ
る
田
口
翔
大
さ
ん
の
お
名
前

を
、
誤
っ
て
将
大
と
記
載
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

の
門
田
淳
さ
ん
の
３
人

を
パ
ネ
ラ
ー
に
討
論
を

行
い
ま
し
た
。
パ
ネ

ラ
ー
に
、
自
身
の
活
動

の
中
で
感
じ
た
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
課
題
を

話
し
て
も
ら
い
、
そ
れ

に
つ
い
て
西
村
さ
ん
に

コ
メ
ン
ト
を
求
め
る
形

で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

西
村
さ
ん
は
、
子
ど
も
が
集
ま
れ
る
環
境
作

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
竹
村
さ
ん
の
活
動
を

採
り
上
げ
、「
子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
、
お

母
さ
ん
も
一
緒
に
集
ま
れ
る
環
境
を
整
え
、

ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

め
て
い
く
上

で
、
大
き
な

勇
気
を
も
ら

い
ま
し
た
」

と
講
評
を
述

住
吉
輝
紗
良
さ
ん
（
倶
高
１
年
）
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
出
場
!!△W杯出場前に町長を表敬訪問

　

倶
知
安
町
出

身
で
、
今
も
倶

知
安
町
を
拠
点

に
活
動
を
続
け

る
住
吉
さ
ん
の

今
後
の
活
躍

に
、
期
待
が
集

ま
り
ま
す
。

見
事
な
エ
ア
ー
を
決
め
る
住
吉
さ
ん

（
写
真
：
本
人
提
供
）

△
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雪
と
親
し
む
！　

百
年
の
森　

雪
中
キ
ャ
ン
プ
！

　

３
月
12
日
（
土
）
〜
13
日
（
日
）、
百
年

の
森
で
雪
中
キ
ャ
ン
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

百
年
の
森
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
主
催
で
開
催

さ
れ
て
お
り
、今
年
で
18
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

集
ま
っ
た
32
名
の
参
加
者
は
、
み
ん
な
で

協
力
し
宿
泊
用
の
ス
ノ
ー
ヒ
ュ
ッ
テ
を
作
り

ま
し
た
。

　

大
人
が
雪
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
切
り
出
し
て
積

み
重
ね
て
い
き
、
そ
の
隙
間
を
子
ど
も
た
ち

が
柔
ら
か
な
雪
で
埋
め
て
ゆ
き
ま
す
。

　

4
段
ほ
ど
雪
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
積
み
重
ね

て
、
そ
の
上
か
ら
テ
ン
ト
を
か
ぶ
せ
た
ら
完

成
で
す
。

　

今
年
は
暖
冬
だ
っ
た
せ
い
も
あ
り
、
雪
の

ブ
ロ
ッ
ク
が
崩
れ
や
す
く
、
参
加
者
は
雪
を

踏
み
固
め
る
な
ど
、
試
行
錯
誤
し
て
い
る
様

子
で
し
た
が
、
約
2
時
間
で
立
派
な
ス
ノ
ー

ヒ
ュ
ッ
テ
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
夕
食
の
焼
肉
に
舌
鼓
を
打

ち
、
暖
か
な
ス
ノ
ー

ヒ
ュ
ッ
テ
で
一
夜
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

時
と
し
て
厄
介
者

に
な
る
こ
と
も
あ
る

雪
で
す
が
、
多
く
の

楽
し
み
も
与
え
て
く

れ
ま
す
。

平
成
27
年
倶
知
安
町
警
防
概
況

　

平
成
27
年
の
町
内
の
災
害
出
動
（
救
急
出
動

を
除
く
）
は
１
１
７
件
（
前
年
１
０
７
件　

前

年
比
10
件
増
）
で
、
消
防
職
員
延
べ
６
６
９
人
、

消
防
団
員
36
人
が
活
動
し
ま
し
た
。0

10
20
30
40
50
60
70
80
90
100

警戒救助火災

災害出動件数
※救急出動除く

※警戒とは、火災と紛らわしい事象、危
険物漏洩事故、Dr ヘリ離着陸支援活動
など消防隊の警戒が必要な出動です

10件

22 件

85 件火
災
出
動

　

火
災
出
動
は
10
件
あ
り
、
火
災
に
よ
る
死
者
・

負
傷
者
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

・
建
物
火
災　
　
　
　

５
件

　

・
そ
の
他
火
災　
　
　

５
件

救
急
出
動

　

救
急
出
動
は
７
９
８
件
あ
り
、
７
２
６
人
搬

送
し
ま
し
た
。（
前
年
７
８
１
件　

前
年
比
17

件
増
）

■
お
問
い
合
わ
せ
／
倶
知
安
消
防
署

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
22
―
１
０
８
９

急病

373 件
一般負傷 223 件
（うちスキー、スノー

ボード事故 104 件）

転院搬送

125 件

交通事故
49 件

労働災害
11 件

その他
17 件

　3月 6日（日）、北海道電力水
力センター（北 4東 6）において、
消防訓練が実施されました。
　訓練では、北電施設内より出
火したと想定し、消火訓練と逃
げ遅れた人の救助訓練を行いま
した。また、周辺で落雪事故が
発生したと想定した救助訓練も
同時に行いました。
　3月 6 日の消防訓練は、昭和
18 年の同日に発生した布袋座火
災を風化させないため、毎年実
施されています。町民の皆さん
も、火災事故への備えと、事故
を起こさないよう火の元への注
意をお願いいたします。

消防訓練を実施

木
の
曜
日
講
座　

Ｃ
・
Ｗ
・
ニ
コ
ル
氏
講
演
会

　

3
月
17
日
（
木
）、
風
土
館
で
、
木
の
曜

日
講
座
の
一
環
と
し
て
、
小
説
家
、
ナ
チ
ュ

ラ
リ
ス
ト
と
し
て
も
知
ら
れ
る
、
ア
フ
ァ
ン

の
森
財
団
理
事
長
の
Ｃ
・
Ｗ
・
ニ
コ
ル
氏
が

講
演
を
行
い
、
集
ま
っ
た
約
80
名
の
参
加
者

を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

ニ
コ
ル
氏
は
、
自
身
の
生
い
立
ち
や
、
来

日
に
至
る
ま
で
の
経
緯
な
ど
を
流
暢
な
日
本

語
で
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
語
り
、
会
場

は
笑
い
声
の
絶
え
な
い
和
や
か
な
ム
ー
ド

に
。

「
森
は
疲
れ
た
人
の
心
も
体
も
癒
し
ま
す
」　

と
氏
は
語
り
ま
し
た
。

　
「
心
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
、
児
童

虐
待
な
ど
で
心
に
傷
を
負
っ
て
し
ま
っ
た
子

や
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
人
々
へ
の

支
援
を
続
け
て
い
る
ニ
コ
ル
氏
の
言
葉
に
、

参
加
者
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
が
終
了
し
て
か
ら
は
、
参
加
者
か
ら

多
く
の
質
問
や
意

見
が
飛
び
交
い
ま

し
た
。

　

今
回
の
講
演

は
、
自
然
と
と
も

に
生
き
る
姿
勢
を

学
ぶ
良
い
機
会
を

与
え
て
く
れ
た
よ

う
で
す
。



高
齢
者
ハ
イ
ヤ
ー（
バ
ス
）利
用
助
成
券

　

前
年
度
の
介
護
保
険
料
負
担
段
階
に

よ
り
助
成
額
が
変
わ
り
ま
す
。

■
対
象
者
／
（
４
月
１
日
現
在
）
平
成

27
年
度
の
介
護
保
険
料
負
担
段
階

が
第
１
〜
第
７
段
階
の
世
帯
で
次

の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
方

　

①
満
70
歳
以
上
の
単
身
世
帯

　

②
ど
ち
ら
か
が
満
70
歳
以
上
の
夫
婦

世
帯

　

③
満
70
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い
る
同

居
世
帯

　

※
次
に
該
当
す
る
世
帯
は
対
象
外

　

①
高
齢
者
本
人
か
配
偶
者
が
自
家
用

車
を
所
有
、
ま
た
は
使
用
し
て
い

る
世
帯

　

②
平
成
27
年
度
の
介
護
保
険
料
の
負

担
段
階
が
第
８
、９
段
階
の
世
帯

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の
／
印
鑑
、
健

康
保
険
証
、
平
成
27
年
度
の
介
護

保
険
料
負
担
段
階
の
分
か
る
も
の

■
お
問
い
合
わ
せ
／
町
福
祉
医
療
課

４
月
１
日
か
ら
交
付　

ハ
イ
ヤ
ー
・
バ
ス
利
用
助
成
券

女
性
必
見
！
は
つ
ら
つ
レ
デ
ィ
検
診
・
バ
ス
ツ
ア
ー
検
診

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
23
―
０
１
０
０

　
障
が
い
者
ハ
イ
ヤ
ー
（
バ
ス
）
利
用

助
成
券

　

町
で
は
左
記
該
当
者
に
対
し
て
ハ
イ

ヤ
ー
（
バ
ス
）
利
用
助
成
券
を
交
付
し

ま
す
。

■
助
成
対
象
者
／
次
の
い
ず
れ
か
を
満

　

た
す
方

①
身
体
障
害
者
（
１
級
※
障
害
名

問
わ
ず
）・
身
体
障
害
者
（
３
級
以

上
※
下
肢
４
級
と
他
の
身
体
障
害

あ
り
）・
視
覚
障
害
２
級
・
下
肢
障

害
２
、３
級
・
体
幹
障
害
２
級
・
呼

吸
器
障
害
３
級

②
知
的
障
害
者
（
療
育
手
帳
Ａ
判

定
）

③
精
神
障
害
者
（
１
級
）

④
２
つ
以
上
の
障
害
者
の
手
帳
を

お
持
ち
の
方

■
助
成
額
／
年
１
４
７
０
０
円（
30
枚
）

　

※
①
の
腎
臓
１
級
で
人
工
透
析
の
た

め
ハ
イ
ヤ
ー
に
よ
り
通
院
す
る
人

は
、
月
額
２
９
４
０
０
円
を
限
度

に
助
成

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の
／
印
鑑
、
身

体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精

神
保
健
福
祉
手
帳

■
お
問
い
合
わ
せ
／
町
福
祉
医
療
課
福

祉
係
☎
23
―
０
５
０
０

■
申
込
場
所
／
保
健
福
祉
会
館
福
祉
医

療
課
窓
口

■
申
込
受
付
開
始
／

　

保
健
福
祉
会
館
受
付

　

４
月
６
日
（
水
）
９
時
よ
り

　

電
話
受
付

　

４
月
７
日
（
木
）
９
時
よ
り

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
／
町
福
祉
医

療
課
保
健
指
導
係
☎
22
―
１
１
４
４

■
検
診
日
程
・
場
所
／

　

は
つ
ら
つ
レ
デ
ィ
検
診

　

５
月
13
日
（
金
）・
保
健
福
祉
会
館

　

は
つ
ら
つ
レ
デ
ィ
検
診
バ
ス
ツ
ア
ー

８
月
19
日
（
金
）、10
月
７
日
（
金
）・

北
海
道
対
が
ん
協
会
札
幌
検
診
セ

ン
タ
ー
（
集
合
は
保
健
福
祉
会
館
）
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段階ごとの助成額

介護保険料

負担段階

（平成 27 年度）

夫婦世帯

同居世帯
単身世帯

第 1 段階

～第 5 段階

16,500 円

（30 枚） 11,000 円

（20 枚）第 6 段階

～第 7 段階

11,000 円

（20 枚）
第 8 段階

～第 9 段階
対象外となります

※平成 27 年度より負担段階が、第 6
段階までから第 9 段階へ変更とな
りました

検診の種類 受診対象（町民のみ）※年齢は年度末時点のもの 自己負担

子宮頸がん検診
（子宮頚部細胞診）

・20 歳以上で昭和奇数年及び平成 2,4,6,8 年生まれの方
・無料クーポン券該当の方（H7.4.2 ～ H8.4.1 生）

1,000 円

乳がん検診
（マンモグラフィー）

・40 歳以上で昭和 51 年以前の奇数年生まれの方
・無料クーポン券該当の方 (S50.4.2 ～ S51.4.1 生 )

2,000 円

大腸がん検診（便潜血反応）
子宮頸がんまたは乳がん検診を受ける昭和 62 年 3 月 31
日以前生まれの方

500 円

オプション検診（上記のいずれかを受ける方が対象）

子宮体部がん検診
（子宮内膜細胞診）

子宮頸がん検診を受ける 50 歳以上または閉経後で 6 カ
月以内に不正出血がある方など（検診時要相談）

2,550 円

HPV（ヒトパピローマウイル
ス）検査

子宮頸がん検診を受ける方で、25 ～ 60 歳の方 4,890 円

以下はバスツアー検診において、上記のいずれかを受ける方が対象

骨検診（骨密度検査）
昭和 62 年 3 月 31 日以前生まれで、5 年以内に受けてい
ない方

500 円

胃 /肺 /大腸がん検診
（胃バリウム / 胸レントゲン
/便潜血反応）

昭和 62 年 3 月 31 日以前生まれの方
胃 1,000 円
肺・大腸
500 円

特定健康診査（通称メタボ健
診）（身体測定 /血液（糖・脂・
肝・腎等）/尿/心電図/眼底）

昭和 62 年 3 月 31 日以前生まれで、国民健康保険加入者・
生活保護世帯・後期高齢者のいずれかに該当する方

無料

肝炎ウイルス検診
（HBs 抗原・HCV 抗体）

昭和 62 年 3 月 31 日以前生まれで、5 年以内に受けてい
ない方

無料

エキノコックス症検診
（血清検査）

5 年以内に受けていない、または今まで受けたことのな
い方

無料

＊自己負担金：倶知安町国民健康保険加入者・生活保護世帯は、オプション検診以外は無料。無料クー
ポン券該当者は該当検診が無料。その他の健康保険（後期高齢者医療保険含む）の方は表参照

＊昭和偶数年・平成奇数年生まれにより該当しない方は、倶知安厚生病院または北海道対がん協会
札幌がん検診センターでの個別検診（通年実施）で受けることができます。保健福祉会館で受診
票を発行していますので、ご相談ください



Hop!Step!Jump!!

　町内在住の保護者で、お子さんが高校や大学に進学・

在学し、さらなる学業向上を目指す方への奨学金制度

です。（他の奨学金との重複はできません）

　この奨学金は返済不要です。

■募集区分と奨学金額／

　○高校、中等教育学校の後期課程、特別支援学校の

高等部、高等専門学校の第 1 ～ 3 学年の課程、専修

学校高等部＝月額 9千円以内

　○大学、短大・高等専門学校の第 4・5 学年の課程

＝月額 2万 5千円以内

■募集人数／高校・大学等各７人以内

■申込／ 5 月 31 日（火）までに、在学中の学校を経

由して申請してください。申請書類は町教育委員会

学校教育課で配布しているほか、町ホームページか

らダウンロードできます

■その他／奨学生は選考委員会で決定します。なお、

選考にあたり、本人学力・保護者の所得などの要件

があります。詳細は下記までお問い合わせください

　※現在制度を受けている方も改めて申請が必要です

■お問い合わせ／町教育委員会学校教育課

　☎ 56-8018

　あいあい広場（0歳）　　　5月 11 日（水）

　きらきら広場（1歳）　　　5月 18 日（水）

　のびのび広場（2・3歳） 　5月 25 日（水）

☆どの広場も 10 時からセンターでフォトフレームを制

　作します。13 ㎝× 10 ㎝程度の写真をお持ちください

■申込／ 4月 11 日（月）9時 30 分～

■日時／ 5月 26 日（木）10 時～ 11 時 30 分

■場所／保健福祉会館

■その他／飲み物と汗拭きタオル、ヨガマット（バスタ

　オル）を用意してください。また、動きやすい服装で

　参加してください。託児もしています

■申込／ 5月 9日（月）9時 30 分～

　4～10月の午後の利用は13時～17時までとなります。

子育て支援センターだより

★ 5 月の広場のお知らせ

子育て支援センター（南 2東 1）☎ 22-0419

開館時間 9 時 30 分～ 17 時（4月～ 10 月）

（正午～ 13 時は玩具などの消毒のため一時閉館）

休館日　日曜日、祝日、年末年始

★第 2回子育て講座（ヨガ）

地
域
と
の
ふ
れ
あ
い　

北
陽
小
学
校
あ
そ
び
塾

て
も
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
一
つ
の
遊
び
に
熱
中
す
る
子
、
出

来
る
だ
け
多
く
の
遊
び
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
子
な
ど
、
過
ご
し
方
は
さ
ま
ざ
ま

で
し
た
が
、
ど
の
子
も
思
う
存
分
あ
そ

び
塾
を
満
喫
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

あ
そ
び
塾
は
、
今
年
で
14
回
目
を
迎

え
ま
す
。
あ
そ
び
塾
を
開
催
す
る
意
義

に
つ
い
て
、
北
陽
小
学
校
の
大
山
教
頭

先
生
は
次
の
よ
う
に
話
し
ま
し
た
。

「
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
普
段
の

学
校
生
活
で
は
関
わ
れ
な
い
人
と
の
ふ

れ
あ
い
を
通
じ
て
、
教
科
書
で
は
学
べ

な
い
こ
と
を
学
び
、
豊
か
な
心
を
育
む

い
い
機
会
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
」

　

年
に
一
度
、
子
ど
も
・
保
護
者
・
教

職
員
・
地
域
の
方
が
交
流
す
る
場
と

し
て
本
年
ま
で
続
い
て
い
る
あ
そ
び

塾
。
世
代
や
立
場
を
越
え
た
人
た
ち
と

の
交
流
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
に
親
し

　

３
月
５
日（
土
）、北
陽
小
学
校
に
て
、

年
に
１
度
開
催
し
て
い
る
世
代
交
流
ふ

れ
あ
い
教
室
「
北
陽
小
あ
そ
び
塾
」
が

開
か
れ
、
71
人
の
児
童
が
集
ま
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
遊
び
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し

た
。

　

あ
そ
び
塾
で
は
、
め
ん
こ
や
百
人
一

首
、
オ
セ
ロ
な
ど
の
遊
び
の
他
に
、
後

志
総
合
振
興
局
森
林
室
に
よ
る
木
工
ク

ラ
フ
ト
や
、
グ
ラ
ス
に
砂
を
吹
き
か
け

表
面
を
す
り
ガ
ラ
ス
状
に
す
る
サ
ン
ド

ブ
ラ
ス
ト
と
い
っ
た
制
作
体
験
な
ど
、

12
種
類
の
遊
び
と
、
４
種
類
の
制
作
体

験
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

遊
び
や
制
作
体
験
を
行
う
場
所
に

は
、
保
護
者
や
教
職
員
、
地
域
の
方
が

先
生
役
と
し
て
配
置
さ
れ
て
お
り
、
子

ど
も
た
ち
に
遊
び
方
や
作
り
方
を
分
か

り
や
す
く
説
明
し
た
り
、
一
緒
に
遊
ぶ

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

後
半
に
は
餅
つ
き
体
験
も
行
わ
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
力
い
っ
ぱ
い
餅
を
つ
き

ま
し
た
。
つ
い
た
お
餅
は
お
雑
煮
に
し

て
、
最
後
に
参
加
者
全
員
で
食
べ
、
あ

そ
び
塾
の
全
日
程
を
終
え
ま
し
た
。

　

あ
そ
び
塾
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

に
感
想
を
聞
く
と
、口
を
そ
ろ
え
て「
楽

し
い
」「
面
白
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
竹
馬
に
初
挑
戦
し
た
と
い
う
子

は
、「
汗
を
か
く
ほ
ど
練
習
し
て
、
コ

ツ
を
つ
か
ん
で
き
た
か
ら
、
ど
ん
ど
ん

乗
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
」
と
、
と

倶知安町奨学生を募集します

－13－

▲一緒に百人一首で遊ぶ様子

ん
だ
こ
と

で
、
子
ど

も
た
ち
に

と
っ
て
楽

し
く
、
思

い
出
に
残

る
一
日
と

な
っ
た
の

で
は
な
い

で
し
ょ
う

か
。

★センター利用時間変更のお知らせ



町内の各種グループ・サークルの催しなどをお知らせください
※掲載希望月の前月 10 日までに総合政策課企画振興室広報広聴係へ要連絡

■日時／ 4月 1日～ 5月 31 日　8時 45 分～ 17 時 30 分

　※土・日曜、祝祭日を除く

■場所／役場 1階資産税係（窓口⑩）

■お問い合わせ／町税務課資産税係☎ 56-8004

【縦覧】

　納税者が所有する土地家屋の価格と町内の他の土地家

屋の価格を比較できるように、縦覧帳簿に記載された次

の事項を縦覧します。

　土地＝所在、地番、地目、地積、価格

　家屋＝所在、家屋番号、種類、構造、床面積、価格

　縦覧できる人は本町の固定資産税納税者とその同居親

族、納税管理人、納税者の委任状のある代理人に限られ

ます。なお、土地の納税者は土地の、家屋の納税者は家

屋の、土地家屋両方の納税者は土地家屋両方の縦覧がで

きます。

【閲覧】

　自己の所有する固定資産税の課税台帳は所有者とその

同居親族、納税管理人、委任状のある代理人が閲覧でき

ます。また、借地・借家人などの土地・建物について賃

借権を有する人も、その権利の対象となる固定資産につ

いて記載された部分の閲覧ができます。この場合、賃貸

借契約書などの権利を証明する書類の提示が必要です。

※縦覧や閲覧するときは運転免許証、健康保険証などの

　身分証明を必ず持参してください

●納め忘れはありませんか？

　税金の納め忘れのある方は、至急納付・相談してくだ

さい。

■お問い合わせ／町税務課納税係☎ 56-8002

納税だより

暮らしの

Information

土地家屋の価格等の縦覧と

固定資産課税台帳の閲覧
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■
募
集
人
員
／
数
名

■
応
募
資
格
／
60
歳
未
満
の
町
内
在
住
者

■
勤
務
場
所
／
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

■
勤
務
内
容
／
学
校
給
食
調
理
業
務
全
般

■
雇
用
期
間
／
平
成
28
年
５
月
１
日
〜
平

成
29
年
３
月
31
日
（
以
降
更
新
可
能
）

■
勤
務
時
間
／
月
〜
金
曜
日
の
う
ち
週
４

日　

８
時
15
分
〜
15
時
30
分
（
週
１
日

の
み
８
時
15
分
〜
15
時
15
分
）

■
報
酬
／
時
給
８
３
０
円
（
町
規
定
に
よ

る
）
雇
用
保
険
加
入

■
応
募
／
４
月
15
日（
金
）ま
で
に
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
か
ら
の
紹
介
状
を
添
え
て
、
履

歴
書
と
共
に
左
記
ま
で
提
出

■
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
／
町
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー　

☎
22
―
０
５
０
６

調
理
員
（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
）

■
募
集
人
員
／
１
名

■
応
募
資
格
／
大
型
免
許
、
大
型
特
殊
免

許
、
作
業
免
許
を
有
し
、
か
つ
重
機
作

業
の
実
務
経
験
者

■
勤
務
内
容
／
重
機
と
手
作
業
に
よ
る
町

道
・
河
川
等
維
持
作
業

■
任
用
期
間
／
５
月
１
日
〜
11
月
30
日

■
勤
務
時
間
／
月
〜
木
曜
日
８
時
45
分
〜

17
時
30
分
※
災
害
時
等
超
過
勤
務
・
休

日
勤
務
の
可
能
性
有

■
賃
金
／
月
額
15
万
５
千
〜
18
万
円
（
前

職
歴
に
よ
る
）
社
会
保
険
有

■
応
募
方
法
／
４
月
18
日
（
月
）
ま
で
に

履
歴
書（
写
真
貼
付
）、職
務
経
歴
書（
履

歴
書
に
記
載
あ
る
場
合
は
省
略
可
）、

必
要
資
格
の
免
許
証
の
写
し
を
提
出

　

※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

■
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
／
町
建
設
課

管
理
係
☎
56
―
８
０
１
１

■
業
種
・
募
集
人
数
／
総
合
体
育
館
パ
ー

ト
職
員
（
一
般
事
務
補
助
お
よ
び
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
指
導
）　

１
名

■
応
募
資
格
／
60
歳
未
満

■
雇
用
期
間
／
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

■
勤
務
時
間
／
週
５
日
（
１
日
５
・
５
時

間
）
左
記
の
２
交
代
制

　
（
早
出
）
９
時
〜
15
時
15
分

　
（
遅
出
）
14
時
45
分
〜
21
時

　

※
土
日
祝
日
の
勤
務
有

■
賃
金
／
時
給
（
規
則
に
よ
る
）

■
申
込
／
指
定
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

　

記
入
の
上
、
左
記
ま
で
提
出

■
申
込
締
切
／
４
月
19
日
（
火
）

■
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
／
町
総
合
体

　

育
館　

☎
22
―
２
２
８
８

総
合
体
育
館
パ
ー
ト
職
員

■
活
動
日
／
毎
週
水
・
木
曜
日
の
週
２
回

「
ぼ
う
け
ん
く
ら
ぶ
」
児
童
募
集

建
設
課
非
常
勤
職
員（
重
機
運
転
手
）

募

集

■
対
象
／
町
内
の
小
学
生

■
場
所
／
旧
比
羅
夫
小
学
校（
冒
険
家
族
）

■
送
迎
／
下
校
時
間
に
合
わ
せ
て
送
迎
有

■
時
間
／
14
時
〜
18
時
ま
で

■
月
謝
／
月
４
千
円（
別
途
入
会
費
千
円
）

■
お
問
い
合
わ
せ
／
N
P
O
法
人
自
然

体
験
セ
ン
タ
ー
冒
険
家
族

　

☎
22
―
３
７
５
９

　

羊
蹄
山
の
麓
の
森
で
１
年
間
自
然
に
ふ

れ
る
、
五
感
を
使
っ
た
生
活
体
験
活
動
を

行
い
ま
す
。

■
対
象
・
募
集
人
数
／
小
・
中
学
生
25
名

■
活
動
期
間
／
４
月
下
旬
〜
３
月
上
旬
の

月
1
、
２
回
（
全
14
日
間
）

■
参
加
費
用
／
年
間
2
万
9
千
円
（
兄
弟

割
引
2
万
5
千
円
）

■
お
問
い
合
わ
せ
／
N
P
O
法
人
自
然

体
験
セ
ン
タ
ー
冒
険
家
族

　

☎
22
―
３
７
５
９

ぼ
う
け
ん
の
森
く
ら
ぶ
会
員
募
集
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30
回
目
を
迎
え
る
北
海
道
マ
ラ
ソ
ン
で

は
、
今
年
の
大
会
を
道
内
全
市
町
村
か
ら

各
一
人
の
参
加
枠
を
設
け
、
オ
ー
ル
北
海

道
に
よ
る
記
念
大
会
に
す
る
予
定
で
す
。

　

そ
こ
で
、
倶
知
安
町
で
も
町
代
表
の
ラ

ン
ナ
ー
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
日
時
／
８
月
28
日
（
日
）
９
時
出
走

■
種
目
と
募
集
人
員
／
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
、

フ
ァ
ン
ラ
ン
（
11
・
５
㌔
）
の
い
ず
れ

か
に
１
名

■
応
募
条
件
／
①
町
内
在
住
で
大
会
に
確

実
に
参
加
で
き
る
方
②
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

の
場
合
は
、
大
会
当
日
に
満
19
歳
以
上

の
男
女
で
、
５
時
間
以
内
に
完
走
で
き

る
方
③
フ
ァ
ン
ラ
ン
の
場
合
は
、
大
会

当
日
満
16
歳
以
上
の
男
女
で
、
１
時
間

45
分
以
内
に
完
走
で
き
る
方

■
参
加
料
／
無
料
（
会
場
ま
で
の
交
通
費

や
宿
泊
費
等
の
費
用
は
自
己
負
担
）

■
応
募
方
法
／
５
月
10
日
（
火
）
ま
で
に

所
定
の
申
込
用
紙
と
、
自
身
の
記
録
が

分
か
る
も
の
（
出
場
し
た
大
会
の
記
録

証
や
リ
ザ
ル
ト
）
を
左
記
ま
で
提
出
。

応
募
者
多
数
の
場
合
、
教
育
委
員
会
で

選
考
の
上
、
決
定
し
ま
す

■
そ
の
他
／
決
定
後
、
大
会
出
場
に
向
け

て
ご
協
力
い
た
だ
く
点
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
総
合
体
育
館
に
あ
る
募
集
要
項

を
ご
確
認
く
だ
さ
い

■
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
／
町
総
合
体

育
館
☎
22
―
２
２
８
８

第
30
回
記
念
北
海
道
マ
ラ
ソ
ン

倶
知
安
町
代
表
ラ
ン
ナ
ー

■
対
象
／
町
民
ど
な
た
で
も

■
会
費
／
年
２
千
円

■
活
動
期
間
／
５
〜
10
月
ま
で

■
活
動
内
容
／
月
１
回
の
月
例
コ
ン
ペ
な

倶
知
安
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会

ど
（
他
町
村
の
大
会
に
も
参
加
可
能
）

■
活
動
場
所
／
旭
ヶ
丘
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

■
申
込
締
切
／
４
月
10
日
（
日
）

　

※
以
降
も
随
時
受
付

■
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
／
倶
知
安

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局　

　

高
山
行
雄
☎　

22
―
５
５
２
０

FAX

　

公
民
館
文
化
講
座
（
前
期
５
〜
８
月
、

後
期
９
〜
12
月
）が
本
年
度
も
開
講
さ
れ
、

各
種
講
座
を
ご
用
意
し
ま
す
。

　

前
期
講
座
（
５
〜
８
月
）
の
受
講
者
を

募
集
し
ま
す
の
で
、
新
し
く
何
か
を
始
め

た
い
と
お
考
え
の
方
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
４
月
号
広
報
折
り

込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
／
公
民
館

　

☎
22
―
４
１
５
１

公
民
館
文
化
講
座

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

■
対
象
／
男
子
小
学
３
年
〜
６
年
生
、
女

子
小
学
４
年
〜
６
年
生

　

※
保
護
者
同
伴
ま
た
は
兄
弟
や
姉
妹
と

一
緒
に
入
団
す
る
場
合
は
、
１
年
生
か

ら
入
団
で
き
ま
す

町
内
各
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
新
入
団
員

　

寿
大
学
は
、
町
内
の
65
歳
以
上
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
、進
ん
で
学
ぶ
「
総
合
大
学
」

と
し
て
設
置
し
て
い
ま
す
。
毎
年
１
０
０

人
を
超
え
る
元
気
い
っ
ぱ
い
の
生
徒
た
ち

が
入
学
し
ま
す
。

　

座
学
や
宿
泊
旅
行
な
ど
を
通
し
て
、
学

び
の
輪
・
仲
間
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
広
報
４
月
号
折
込
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
／
町
教
育
委
員
会
社
会

　

教
育
課
社
会
教
育
係
☎
22
―
４
１
５
１

寿
大
学

■
活
動
日
時
／
毎
週
水
・
金
曜
日
18
時
〜

19
時
30
分

■
活
動
場
所
／
町
総
合
体
育
館

■
入
団
費
／
年
会
費
４
千
円
と
ス
ポ
ー
ツ

安
全
保
険
代
８
０
０
円

■
結
団
式
／
４
月
27
日
（
水
）
予
定

■
お
問
い
合
わ
せ
／

　

新
保
☎
０
９
０
―
４
８
７
５
―
１
８
０
９

剣
道
少
年
・
少
女

■
対
象
／
小
学
１
年
〜
中
学
３
年
の
男
女

■
活
動
日
時
／
毎
週
火
・
木
・
土
曜
日
18

時
30
分
〜
20
時

■
活
動
場
所
／
町
総
合
体
育
館

■
入
団
費
／
年
間
８
千
円
（
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
代
含
む
）

■
活
動
内
容
／
礼
法
、
剣
道
の
基
礎
、
各

種
大
会
へ
の
参
加
な
ど

■
お
問
い
合
わ
せ
／
町
役
場
・
菊
地

　

☎
22
―
１
１
２
１
（
代
表
）

剣
道
連
盟
杖
道
会

■
対
象
／
中
学
生
以
上
、
男
女
問
わ
ず

■
会
費
／
年
４
千
円

■
活
動
場
所
／
町
総
合
体
育
館

■
活
動
日
／
毎
週
火
・
土
曜
日

■
申
込
／
左
記
ま
で
連
絡

■
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
／
安
丸

　

☎
０
９
０
―
８
９
０
３
―
７
３
２
７

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
少
年
団

■
対
象
／
小
学
３
年
〜
中
学
３
年
の
男
女

■
活
動
日
時
／
毎
週
木
曜
日
18
時
30
分
〜

20
時
30
分

■
活
動
場
所
／
町
総
合
体
育
館

■
入
団
費
／
年
会
費
３
５
０
０
円
と
ス

ポ
ー
ツ
安
全
保
険
代
８
０
０
円

■
結
団
式
／
４
月
14
日
（
木
）
18
時
30
分

（
総
合
体
育
館
２
Ｆ
研
修
室
）

■
お
問
い
合
わ
せ
／

　

常
盤
☎
０
８
０
―
１
８
９
２
―
０
０
０
１

　
　

22
―
１
５
９
９

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団

■
対
象
／
小
学
２
年
〜
６
年
生

■
活
動
時
間
／
毎
週
火
・
木
曜
日
18
時
30

分
〜
20
時
45
分

　

４
月
〜
11
月　

土
曜
日
９
時
〜
12
時

■
活
動
場
所
／
倶
知
安
小
学
校

■
入
団
費
／
４
１
０
０
円
（
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
代
含
む
）

■
お
問
い
合
わ
せ
／
事
務
局　

中
山

　

☎
22
―
５
４
３
２

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少
年
団

■
対
象
／
小
学
１
年
〜
６
年
ま
で
の
男
女

■
活
動
日
時
／
毎
週
月
・
火
・
金
曜
日　

16
時
30
分
〜
18
時

■
活
動
場
所
／
倶
知
安
小
学
校

■
入
団
費
／
２
千
円
（
登
録
・
ス
ポ
ー
ツ

安
全
保
険
）

■
そ
の
他
／
低
学
年
は
ゴ
ム
ボ
ー
ル
で
の

ミ
ニ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

■
お
問
い
合
わ
せ
／
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協

会　

竹
内
☎
０
８
０
―
１
８
９
６
―

３
８
９
８

FAX

　

道
内
各
地
で
巡
回
演
奏
会
を
実
施
し
て

い
る
陸
上
自
衛
隊
北
部
方
面
音
楽
隊
の
公

演
が
、
倶
知
安
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
日
時
／
５
月
21
日
（
土
）
18
時
〜
（
開

　

場
17
時
30
分
）

■
場
所
／
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

■
そ
の
他
／
全
席
自
由
、
入
場
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ
／
町
総
合
政
策
課

　

☎
56
―
８
０
０
１

陸
上
自
衛
隊
北
部
方
面
音
楽
隊

倶
知
安
町
公
演 開

催



　

国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
限
度
額
を
次

の
と
お
り
改
定
し
ま
す
。
な
お
税
率
、
均

等
割
、
平
等
割
の
改
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
改
定
は
、
国

民
健
康
保
険
の
医
療

費
が
、
加
入
者
の
高

齢
化
や
医
療
技
術
の

高
度
化
な
ど
に
よ
り

年
々
増
加
し
、
今
後

も
こ
の
傾
向
が
続
く

も
の
と
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
一
定
の

所
得
の
あ
る
世
帯
の

方
々
に
応
分
の
負
担

を
い
た
だ
く
こ
と
で
、

国
民
健
康
保
険
事
業

を
健
全
か
つ
安
定
的

に
運
営
す
る
た
め
に

行
う
も
の
で
す
。

消 費 者 コ ー ナ ー
倶知安消費者協会

平成 28 年度倶知安消費者協会

総会開催のご案内

■日時／ 4月 6 日（水）10 時～ 12 時

■場所／文化福祉センター中ホール

■内容／

　・平成 27 年度の諸報告と決算

　・平成 28 年度の計画と予算

　・役員改選と会則の改訂

　・その他最近の消費者問題について　など

　本年も新たな詐欺事件が発生することが心

配されています。

　総会当日、会場に直接ご来場ください。お

待ちしています。

※会員募集中です。ご入会はどなたでも可。

下記事務局にお電話ください。年会費は

1,200 円です

■消費生活相談室（公民館 1階団体室）

■月・水・金曜日 10 時～ 15 時　☎ 23-1522

■時間外の緊急相談は☎ 22-2101（荒野）

－16－

　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
、
手
当
額
が

左
表
の
通
り
改
定
さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
／
町
福
祉
医
療
課
福
祉

　

係
☎
23
―
０
５
０
０

　

後
志
総
合
振
興
局
社
会
福
祉
課
地
域
福

　

祉
係
☎
23
―
１
９
３
１

　

同
子
ど
も
・
運
営
指
導
係

　

☎
23
―
１
９
３
５

手当の名称 3月まで 4 月から

児童扶養手当（全部支給） 42,000 円 42,330 円

児童扶養手当（一部支給）
41,990 円

～ 9,910 円

42,320 円

～ 9,990 円

特別児童扶養手当（1級） 51,100 円 51,500 円

特別児童扶養手当（2級） 34,030 円 34,300 円

特別障害者手当 26,620 円 26,830 円

障害児福祉手当 14,480 円 14,600 円

経過的福祉手当 14,480 円 14,600 円

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
手
当

等
の
額
改
定

　

春
に
な
っ
て
心
も
ウ
キ
ウ
キ
気
分
。
大

人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め
る
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
。
心
か
ら
楽
し
ん
で
笑
顔
に

な
る
こ
と
間
違
い
な
い
で
す
よ
！

■
日
時
／
４
月
29
日
（
金
）
11
時
〜
15
時

■
場
所
／
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー

■
お
問
い
合
わ
せ
／
ワ
タ
ナ
ベ

　

☎
22
―
５
７
６
６
（
17
時
以
降
）

あ
や
さ
ん
シ
ョ
ッ
プ
＆
札
幌
デ
ィ
ス
カ

ウ
ン
ト
シ
ョ
ッ
プ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

倶
知
安
技
能
士
会
は
、
奉
仕
活
動
の
一

環
と
し
て
、無
料
包
丁
研
ぎ
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
／
４
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　

受
付
：
９
時
〜
10
時

■
場
所
／
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー

■
お
問
い
合
わ
せ
／
倶
知
安
技
能
士
会
事

　

務
局
☎
22
―
１
１
０
８

４
月
か
ら
入
院
時
の
食
事
療
養
費

標
準
負
担
額
が
変
更
さ
れ
ま
す

周

知

負担額（1食）

区　分 一般※1

低所得Ⅱ
（住民税非課税世帯）

低所得Ⅰ
（住民税非課税世帯
で一定所得以下）

現　行 260 円 210 円 100 円

平成 28 年 4 月から 360 円
低所得世帯は引き上げない

平成 30 年 4 月から 460 円

※ 1　一般の区分に該当する小児慢性特定疾病児童等と指定難病患者は 1
食 260 円のまま

※ 2　経過措置として平成 28年 3月 31日現在において 1年以上継続して
精神病床に入院していた者であって、平成 28年 4月 1日以降も引き
続き医療機関に入院する者は、当面の間、改正前の規定を適用する

　

人
や
他
の
動
物
へ
の
危
害
防
止
の
た

め
、
野
犬
掃
討
（
放
た
れ
て
い
る
犬
も
対

象
）
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時
／
４
月
１
日
〜
６
月
30
日

　

愛
犬
が
対
象
に
な
ら
な
い
よ
う
、
次
の

こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
放
し
飼
い
な
ど
、
逃
げ
出
せ
る
環
境
で　

　

犬
を
飼
育
し
な
い

野
犬
掃
討
を
実
施

②
散
歩
の
際
は
必
ず
リ
ー
ド
を
装
着
す
る

③
犬
の
登
録
、狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
い
、

　

登
録
鑑
札
票
、
予
防
注
射
済
票
を
首
輪

　

に
つ
け
る

④
犬
が
い
な
く
な
っ
た
時
に
は
す
ぐ
に
役

　

場
に
連
絡
す
る

⑤
犬
が
戻
っ
た
時
の
連
絡
も
忘
れ
ず
に

■
お
問
い
合
わ
せ
／
町
住
民
環
境
課
環
境

　

対
策
室
地
域
衛
生
係
☎
56
―
８
０
０
８

国
民
健
康
保
険
税
の
限
度
額
改
定

賦課限度額

医療分 後期分 介護分 合計

平成 27 年度 51 万円 16 万円 14 万円 81 万円

平成 28 年度 52 万円 17 万円 16 万円 85 万円

増加金額 1万円 1万円 2万円 4万円

無
料
包
丁
研
ぎ
（
一
人
二
本
ま
で
）

開

催



全
道
春
の
火
災
予
防
運
動　

平
成
28
年
４
月
20
日
〜
30
日

統
一
標
語

「
無
防
備
な　
心
に
火
災
が　
か
く
れ
ん
ぼ
」

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い

気
候
と
な
る
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、

火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
死
傷
者
の
発
生

お
よ
び
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目

指
す
運
動
で
す
。

　

ご
自
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
や
消
火

器
を
設
置
し
、
住
宅
防
火
対
策
を
し
っ
か

り
と
行
い
、
火
災
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。

　

火
の
用
心
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

ま
ち
の
事
件
簿
ー
地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

3 月 16 日 ( 水 ) までに住民環境課住民係へ届

け出があったもので、承諾を受けた内容につ

いて掲載しています。

平成 28年 平成 27年
人　身 5件 4件
物　損 186 件 125 件
死　者 0名 0件

2 月末までの
町内交通事故発生状況

平成 28年 平成 27年
火　災 2件 2件
救　急 216件 203件
救　助 5件 2件
その他 8件 7件

2 月末までの災害出動状況

おたんじょう
おめでとう

人の動き　平成 28 年 2月末現在

人　　　　　口

　　　男

　　　女

世　　帯　　数

16,160 人

 8,153 人

 8,007 人

8,532 世帯

（前月比 -21）

（前月比  -7）

（前月比 -14）

（前月比  -5）

うち外国籍住民 1151人 （前月比  -8）

主
な
事
件

▽
出
店
荒
ら
し
の
発
生

　

施
錠
し
て
い
な
か
っ
た
店
舗
の
窓
ガ
ラ

ス
か
ら
店
舗
内
に
侵
入
さ
れ
、
商
品
等
が

盗
ま
れ
る
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

▽
万
引
き
事
件
の
発
生

　

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
い
て
、
食

料
品
等
が
盗
ま
れ
る
事
件
が
発
生
し
ま
し

た
。

▽
器
物
損
壊
の
発
生

　

倉
庫
出
入
口
ド
ア
の
ガ
ラ
ス
部
分
が
破

壊
さ
れ
る
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

交
通
事
故

▽
２
月
２
日
、
一
時
停
止
標
識
の
あ
る
交

差
点
に
お
い
て
、
車
両
と
出
合
い
頭
に
衝

突
す
る
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

▽
２
月
15
日
、
国
道

の
左
カ
ー
ブ
を
走
行

中
、
対
向
車
両
と
衝

突
す
る
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。

押
お し お

尾　杏
あ ん り

莉 ちゃん 北 4西 2
　　（父　健吾　　母　理絵）

永
な が た

田　琉
りゅうと

智 ちゃん 北 7西 3
　　（父　大智　　母　なつ美）

阪
さ か い

井　佑
ゆ な み

南 ちゃん 字山田
　　（父　啓司　　母　真穂）

加
か と う

藤　心
み ゆ

優 ちゃん
　　（父　準也　　母　静香）

仁
に き じ ま

木島　大
や ま と

和 ちゃん 字琴平
　　（父　友美　　母　鈴香）

佐
さ と う

藤　陽
ひ な

奈 ちゃん 南 1西 2
　　（父　和樹　　母　あすか）

佐
さ さ き

々木　明
あ か り

莉 ちゃん 南 4西 2
　　（父　康太　　母　恵　）

伊
い と う

藤　麓
ろく

ちゃん
　　（父　達郎　　母　奈々）

東
ひがしうち

内　栄
え ま

茉 ちゃん
　　（父　学爾　　母　郁代）

輪
わ じ ま

島　朔
さく

ちゃん
　　（父　嵩大　　母　春花）

ごめいふくをお祈りします
齋　藤　忠　芳さん (74)　　北 4西 3

中　田　博　志さん (60)　　北 4東 4

　森　　　清　さん (63)　　字高砂

佐　藤　　建　さん (73)　　字峠下

上　野　孝　一さん (81)　　南 1東 3

小山内　美　榮さん (69)　　北 7西 4

　もし裁判所から書面が届いたとき、その内容をよく確認するこ

となく無視すべきではありません。もし、その書面が「訴状」で

あった場合、無視をしてしまうとどうなるのでしょうか。

　法律の規定では、裁判所に答弁書を提出せず、また、出頭もし

ないときは、相手の主張する事実を全て認めたことになります。

その結果、訴えた相手の請求が認められる判決が出される可能性

が極めて高くなります。

　また、裁判所の手続きで「支払督促」というものもありますが、

これも無視をしたまま 2週間を経過すると、強制執行を受ける可

能性が高まります。

　裁判所からの通知を無視すると、気が付かない間に反論の機会

を失い、強制執行を受けることになりかねません。相手の言い分

を認める場合であっても、裁判の中で和解が試みられることもあ

りますので、裁判所からの通知を無視することは控えましょう。

　他方で、最近では、裁判所をかたる振り込め詐欺も増えていま

す。正式な通知と振り込め詐欺との見分け方ですが、まず、「訴状」

や「支払督促」は、原則として「特別送達」という特別な郵便で

送られてきます。葉書や電子メールで届くことはありません。

　また、裁判所からの通知には、裁判所名や事件番号が必ず記載

されていますので、裁判所の連絡先を電話帳やホームページなど

で調べ、問い合わせを行えば、実際に裁判所に訴えが提起されて

いるか分かるでしょう。

　裁判所から通知が届き、どうすべきか迷ったときは、一度、法

律の専門家に相談しましょう。

無
視
し
て
は
い
け
な
い

裁
判
所
か
ら
の
通
知
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倶知安ひまわり
基金法律事務所

弁護士渡邉　恵介
　☎ 21-6228

　    www.kutchan-himawari-
          lawoffi ce.com

HP
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　「くっちゃん ART 2016」はまだまだ

開催していますが、今回は初めて「アー

ティスト・トーク」なるものを試みて

います。つまり、作家ご自身による作

品のお話し。作家の人数が多いのでリ

レー形式とし、何日間かに分けました。

これが何と大盛況。初回はオーストラ

リアの作家二人を含めて 6人のトーク

でしたが、参加者は 40 人ほど。和や

かな雰囲気の中、展覧会場は熱気が充

満。2 回目はわざわざ韓国から駆け付

けてくれた作家、ルーマニアからメッ

セージを寄せてくれた作家を含め計 4

人に対し、参加者はおよそ 50 人。皆

さん、やはり作家自身の生の声を聴き

たいのでしょうね。最終回は 4月 9日

です。お楽しみに。

美術館長から

柴柴
しばしば

 　 　勤勤
つとむつとむ

館　長

4 月の休館日

5日、12 日、18 ～ 22 日、26 日

開館時間は 9時～ 17 時
（入館は 16 時 30 分）

小川原脩記念美術館
☎ 21-4141

倶知安風土館
☎ 22-6631

【クローズアップ】有島記念館

「石垣　渉　水彩画の世界―身近にある景色

―」平成の「生まれ出づる悩み」コンテスト

入選者による若手作家展。

会期：開催中～ 6月 12 日（日）

■有島記念館　☎ 0136-44-3245

■木田金次郎美術館　☎ 0135-63-2221

■西村計雄記念美術館　☎ 0135-71-2525

■荒井記念美術館　☎ 0135-63-1111 

  4 月 23 日（土）オープン

海と山と田園と－ミュージアムロード情報－
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　今年も春から秋にかけて 3 ～ 4 回、自然観察と軽登山を兼ねた活動

を行います。今年はニセコ ･ 羊蹄の外にも出かける予定です。詳細は

風土館にお問い合わせください。参加ご希望の方は、4 月 16 日（土）

までに風土館に申し込んでください。

■費用／無料

■定員／ 10 名

■お問い合わせ／倶知安風土館　☎ 22-6631

「ふるさと探訪」参加者募集

展覧会のお知らせ

「小川原脩 自伝風な展覧会　アジアの大地」

　会期：開催中～ 4月 17 日（日）まで

「小川原脩展　土着と風土」

　1972 年、「『描写』あるいは『土着』をめぐって」という往復書簡が

美術雑誌に掲載されました。文学者の牧野氏からの問いに、小川原脩が

応じたものです。「土着」を意識して創作すべき、土地っ子の芸術を…

小川原脩が抱いた「土着と風土」への想いを軸に画業を辿ります。

　会期：4月 23 日（土）～ 7 月 10 日（日）

■常設展示

■企画展示
「くっちゃんＡＲＴ 2016」

　会期：開催中～ 4月 17日（日）まで

　＜関連イベント＞　　

  アーティスト・トーク「くっちゃんあ～とＮＯＷ！」最終回

  日時：4月 9日（土）14時～ 15時 30分

　出品作家が自身の作品についてお話しします。

　観覧料がかかります。申込み不要、直接美術館へお越しください。

　※詳しくはホームページをご覧ください。

「嶋貫由紀子展　Flower kings」

　会期：4月 23日（土）～ 7月 10日（日）

　倶知安でも創作活動をしていたオーストリア在住の美術家・嶋貫由紀

子さんの個展。ファンタジックな作品の数々をお楽しみください。

　＜関連イベント＞

　1）アーティスト・トーク

　日時：4月 23日（土）11時～ 11時 30分

　本展作家の嶋貫さんに、自身の作品について伺います。

　観覧料がかかります。申込み不要、直接美術館へお越しください。

　2）技法体験ワークショップ「クレイ・ペインティングに挑戦」

　日時：4月 30日（土）　

　本展作家の嶋貫さんが講師となって、土を使って絵の具を作ります。

　※参加費、申込み方法などは、別途ご案内チラシ、またはホームペー

　　ジをご覧ください

アート・イベントのお知らせ

「小川原脩とシュルレアリスム①」

　日時：4月 16 日（土）14 時～ 15 時

　講師：柴　勤（当館館長）　会場：当館映像ルーム　聴講無料

■土曜サロン

■地域文化講座

　日時：5月 18 日（水）18 時 30 分～　講師：伏木田光夫　氏（画家）

　会場：当館ロビー　聴講無料



　春の訪れとともに、倶知安にも白鳥が飛来する。

　小川原脩は、あらゆる年代において馬・犬・大白鳥といった動物

を描いており、大白鳥は実に多様なポーズを写しとっている。それ

ぞれが自由に振る舞う白鳥たちが画面いっぱいに群れをなすものあ

れば、一羽だけの白鳥を描いたものもある。一羽であれば、長い首

をくるりと曲げているもの、片足で静かに佇むもの、大きな翼を広げたもの、この作品のように羽毛に顔をうずめて

いるもの、さまざまである。

　白い羽毛は鮮やかな色が散りばめられ、結晶やきらめく雪原を思わせる。雪そのものは無色透明だが、降り積もり、

たくさんの色の光線を反射して我々の目に入り白という色に見える。その色彩の根本を捉えたかのようだ。長い首を

後ろに向け背に載せてうずくまり、折りたたまれた翼、足までも器用に折りたたんで隠している。白いかたまりとなっ

た体から飛び出した羽の先端は繊細で、こちらは柔らかな触り心地さえ感じさせる。画面の下地には明るい黄緑色が

塗り込まれ、塗り残された部分が大白鳥の輪郭として見えている。背景はパステルカラーのピンクとブルー。小川原

流の色あそびと言っても良いだろう。

文：沼田　絵美（小川原脩記念美術館　学芸員）

　日差しが強くなり、雪面をわたる風に春を感じるようになった。ぼんやりと霞んだ羊蹄山の姿にも心が浮き立つ。

　最近、チョウの姿をしばしば目にする。花を訪れる白いチョウではなく、黒っぽくて風に舞う落ち葉のように見え

る。家の軒先にまつわりつくように飛んでいたり、日当たりの良い壁面に静止して日向ぼっこをしていたりする。成

虫で冬を越したチョウが目を覚ましたのだ。

　雪国で、成虫で冬を越すチョウはほんの数種に限られる。この地域で最も身近に見られるのはクジャクチョウだ。

成虫は、ハネの裏側が落葉のようにしか見えない色合いをしているのに対し、表側は鮮やかな赤褐色の真ん中に大き

な蛇の目の文様でとても美しい。そのため、ゲイシャという種名がついている。

　さて、長い冬越しから目を覚ましはしたのだが、その成

否はむしろこれからにかかっている。と言うのは、飲まず

食わずで冬を越してきたので体力はすでに限界に近いのだ

が、エサとなる花が咲き始めるのはまだしばらく先のこと

だからだ。目覚めてしまうと、どうしても体力の消耗は早

く進む。だから早く目覚めることは餓死の危険を高め、結

局のところ冬越しの失敗を招くことになる。チョウにとっ

て冬越しに適した場所は、暖かいところよりもむしろ寒い

場所の方なのだ。目覚めが遅い方が目覚めた後の体力の損

失が少なく、結果として冬越しに成功しやすいのである。

チョウの冬越しに、暖かさはむしろ禁物なのだ。

文：岡崎　毅（倶知安風土館館長）　

―目を覚ましたチョウ―
397 回

『無題』

1971 年　小川原　脩　画
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ブランドがより向上し、

観光交流人口の拡大が期

待できます。

　新入学 ( 園 )の交通安

全運動を行います。ス

ピードダウン、シートベ

ルト着用、飲酒運転の根

絶など交通ルールの順守

と思いやりのある交通マ

ナーをお願いします。

絵本館 10～ 18 時（水曜休館）

おばけのケーキ屋さん（絵本）　　 SAKAE

世界冒険アトラス　　　　　　　　ﾚｲﾁｪﾙ ･ ｳｨﾘｱﾑｽﾞ

せんそうしない　　　　　　　　　谷川 俊太郎

そらまめくんのあたらしいベッド　なかや みわ

こうじょうたんけん たべもの編 2　藤原 徹司

まんがで読む 源氏物語　　　　　 小川 陽子

わたし、がんばったよ。急性骨髄性白血病を

のりこえた女の子の話　　　　　　岩貞 るみこ

熱きキャプテン長谷部誠　　　　　本郷 陽二

宇宙の法則解けない暗号　　　ﾙｰｼｰ & ｽﾃｨｰｳﾞﾝ ･ ﾎｰｷﾝｸﾞ

汚れた赤を恋と呼ぶんだ　　　　　河野 裕

★ 4月 26日（火）は図書整理日のためお休み

公民館 3階図書室 10～ 18 時（月曜休館）

坂の途中の家　　　　　　　　　　角田 光代

岳飛伝 16 戎旌の章　　　　　　 　北方 謙三

カナリア恋唄　　　　　　　　　　杉本 章子

また、同じ夢を見ていた　　　　　住野 よる

教場 2　　　　　　　　　　　　　長岡 弘樹

まく子　　　　　　　　　　　　　西 加奈子

女神 探偵・竹花　　　　　　　 　藤田 宜永

幹事のアッコちゃん　　　　　　　柚木 麻子

112 日間のママ　　　　　　　　　清水 健

★ 4月 28日（木）は図書整理日のためお休み

New Books
　長い冬も終え、春の暖かな日ざしがやわらかく

輝きわたる季節となりました。4月は入園、入学、

進学、就職、異動で新しい環境のなかで新たにス

タートします。それぞれが、夢と希望をもってご

活躍されることを願っております。

　さて、高速道路（倶知安～共和間）の要望活動

が実を結び、国の 16 年度予算で事業化が正式に

決まりました。開通の見込みは概ね 10 年となっ

ています。これまで高速道路延伸に取り組んでき

た関係者や町民の皆さまに感謝申し上げます。今

後も引き続き、黒松内～倶知安間の延伸にも取り

組みますのでご支援よろしくお願いします。

　2026 年誘致の札幌五輪アルペンスキー競技会

場候補地がニセコに絞り込まれました。「ニセコ」

西江栄二西江栄二

－20－

今月のメニュー

春 色 お に ぎ り
愛情たっぷりのお弁当

1 個分　エネルギー／塩分　
梅おにぎり　　　160kcal ／ 2g
卵おにぎり　　　200kcal ／微量
枝豆おにぎり　　170kcal ／微量

　春になるとお弁当を持って出かける機会が増え

そうです。季節を感じながらも栄養面で配慮でき

るといいですね。今回ご紹介するのは、米飯を梅

でピンク・卵で黄色・枝豆で緑と、見た目に春を

感じていただくおにぎりです。具を混ぜているの

で、つける塩は最小限。なくても美味しくいただ

けるので、卵・枝豆は減塩になり、かさが増える

ので満足感にもつながります。

　レシピの大きさでは、おにぎり 1個で茶碗１膳

分 160kcal 相当の米飯になっていますので、1人

分は 1～ 2 個が適量です。彩りよくたくさん作っ

て、家族や友達などと一緒に食べたり、1人分な

ら小さめに作って並べるのも楽しそうですね。

✿材料（梅・卵・枝豆の 3種類各 1個分）

✿作りかた

①梅干しは種を取って刻み、卵は炒り卵にする。枝

豆は茹でて房から実を出しておく

②ご飯にそれぞれの具を混ぜて、にぎる

③のりを巻いたら完成

卵　　1/2 個分

塩　　ごく少量

梅干し　　1/2 個

枝豆　　3 ～ 4房

のり　　適量

ご飯（おにぎり 1個分）　　 茶わん 1杯（100g）

▲第１回定例町議会にて
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